
令和６年度　自己評価　まとめ

評価：とてもそう思う…４　　そう思う…３　　あまり思わない…２　　思わない…１

項目 平均

1 本校の教育理念「生きる喜びを抱き 自ら学びを拓く」を意識した教育活動を行っている。 3.5

2
本校の学校教育目標「体験と探究を軸とした自律的な学びの創造」「自分らしく力強く希望に向か
う意志の創造」「自治から発展させる共に生きる社会の創造」を意識した教育活動を行っている。 3.5

3
「縦割りグループによる自治」を意識した教育活動が行われ、リーダーの育成や子どもたちによる
課題解決等を進めることができた。 3.4

4
「テーマ学習」を意識した教育活動が行われ、教科や道徳、学活などをテーマに関連付けてより深
みのある学習に結びつけることができた。 3.1

5
「自然体験活動」を意識した教育活動が行われ、「感じて、考えて、創り出す」という一連の営みの
中で、自然と自分の生活を結び付けて考えさせことができた。 3.0

6
幼初連携では、内田学園としての一貫した教育理念を理解したうえで、幼稚園、初等学校それぞ
れの教育目標を実現するために有効な連携行事や幼児・児童による日々の交流、職員間の相互理
解などを進めている。 2.7

7 別紙「各教科等授業時数」を参照し、各教科等の授業時数は適切である。 2.8

8
別紙「年間行事予定表」を参照し、学校行事については適切な時期に適切な目的・内容・時数(回
数)で実施されている。 3.1

9
テーマ学習のテーマは時期を捉えた適切なものであり、ねらいや内容、時数など、子どもの興味関
心が継続するよう工夫されている。 3.2

10
テーマ学習を軸として教科や道徳、学活などを関連付けた学習は、年度当初の計画に基づき効果
的に実施されている。 3.1

11
年間テーマは各テーマ学習に有効に関連付けられ、目標達成に向けた取り組みに結びついてい
る。 3.0

12
幼初連携に関わる教育活動を年間計画に位置付け、双方にメリットのある目標を掲げ、実施して
いる。 2.9

13
児童の実態に合った日課や時間割を編成しており、子どもの学びや遊び、休憩等に無理なく実施
している。 3.2

14
学校教育目標達成に向けて、校長などの管理職がリーダーシップを発揮し、それに基づいて職員
が一致団結して教育活動に取り組んでいる。 3.7

15 校務分掌は適切に分担され、機能している。 3.0

年間テーマと他の時期的なテーマ学習

との関連をもう少しもてるとよい。

授業時数については、標準時数を大幅

に上回っているものの、行事の準備等

で費やされる時数も多く、教科の学習

内容を確保しながら、全体の時数につ

いて検討をしていきたい。

校務分掌の分担という点では、教職員

の経験等にもよるが、まだ偏りが見ら

れる。

ミーティングにおける企画・提案は以

前よりも早くなり、全職員による共通

理解、取組も早くなった。

年度初めに学園や初等学校の教育理念

や教育方針、幼初連携事業について教

職員間で説明や話し合いの時間をもて

たため、昨年度よりも目指す方向につ

いての意識が高まったものと思われ

る。

幼初の連携事業については、園児・児

童の交流場面は増えたが、さらに職員

間の交流も充実できるとよい。

振り返り・今後に向けて
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16
学校運営の各分野における責任者が明確化され、その責任者を中心とした企画・提案が適切な時
期にあり、全職員協力のもと実行されている。 3.3

17 ミーティングの頻度や方法は適切で、誰もが意見を言える雰囲気で機能している。 3.3

18 学校法人ガバナンス（健全な経営を目指す管理・統治体制）が適切に行われている。 3.3

19
学校安全計画や防災・防犯指導計画が整備されており、職員は承知していつでも実践できるよう
にしている。 3.3

20
災害や学校事故等の緊急事態発生時の対応がマニュアルとしてまとめられており、職員はすぐ確
認し、実践できるようになっている。 3.2

21 地震や火災、不審者侵入等に対する訓練が実施され、児童は対応の仕方を承知している。 3.4

22 安全点検が定期的に実施されており、不備のある箇所はすぐに修繕や取替等が行われている。 3.6

23 校舎内外の環境が健康的で、安全に保たれている（空気、照度、電気、時計、トイレ、物置等）。 3.3

24 重要諸帳簿、現金等の管理は鍵のかかった所に一定のルールのもとに保管されている。 3.8

25 個人情報に関わるデータ等は勝手に持ち出しができないように管理されている。 3.6

26
登下校時に関して、坂の下十字路の横断・飛び出し等に対する安全対策やバス運行時の車内の安
全対策などが十分に行われている。 3.4

27
テーマ学習のテーマと結びつけながら、教科等の年間計画を再構成したうえで、学年で履修すべ
き内容をすべて指導している。 3.1

28
個別指導やグループ別指導、習熟度別指導、児童の興味関心等に応じた課題学習、補充的な学
習や発展的学習など、個に応じた指導方法の改善を図っている。 3.3

29
ノーチャイムを生かした柔軟な時間設定や可動式ホワイトボードを生かした場の設定など、最適な
学習環境づくりに努めている。 3.3

30 視聴覚教材の利用やICTの積極的活用によって、分かりやすい授業の工夫に努めている。 3.3

31 担任と教科担任と連絡を密にとり、効果的な指導を図っている。 3.2

32 外部人材を活用した授業についても積極的に実施している。 3.3

33
学習評価について、教科ごとに発達段階に応じた評価規準を設定し、学期末の観点別評価や所見
に反映するとともに、それをもとに指導と評価の一体化を意識し、指導方法の工夫・改善や指導力
の向上に努めている。 3.1

34
児童の実態に応じた目標を定めて学級経営案を作成し、毎学期、目標の達成状況を検証してい
る。 3.3

35
本校のいじめ防止方針に基づき、いじめの未然防止、早期発見、早期対応に全職員で取り組んで
いる。 3.4

校務分掌の分担という点では、教職員

の経験等にもよるが、まだ偏りが見ら

れる。

ミーティングにおける企画・提案は以

前よりも早くなり、全職員による共通

理解、取組も早くなった。

テーマ学習と教科学習との関連をもう

少しもたせていきたい。

個に応じた指導という点では、今年度

自由進度学習などについて校内で学ぶ

機会ももったが、これからも個別最適

な学びと協働的な学びについて研究し

ていきたい。　　　　　　　　　　ICT

やデジタル教科書の活用の機会は増え

ており、児童も学習に生かすことが日

常的になってきている。

学校生活アンケートやその後の担任と

児童との面談は児童の頑張りや悩みを

共有できる良い機会となっていると思

われる。

何か問題が起きてからではなく、日常

生活の中での積極的な児童指導がさら

に充実できるとよい。

スクールカウンセラーによる巡回指導

により適切な助言を得ており、指導の

参考にしている。

避難訓練を繰り返し行うことによっ

て、児童は迅速に対応できるように

なっている。不審者対応訓練について

は毎年の実施ではないが、子どもたち

に基本的な対応の仕方を教えていきた

い。

毎月の安全点検とその後の対応につい

ては迅速にできている。
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36
学校生活に関するアンケートや児童・保護者との面談を通して、児童・保護者の悩みや心配等に寄
り添う対応をしている。 3.5

37
児童指導に関する報告は児童指導担当を通して管理職にも報告され、必要に応じて情報を全職
員で共有し、保護者への連絡など適切に対応している。 3.5

38
児童が自ら考え、自主的・自律的に行動でき、その言動に責任を負うことができるよう、普段の授
業や道徳に加え、あらゆる教育活動の場面で積極的な児童指導に努めている。 3.1

39
学校・担任は支援員との連絡・連携を密にとっており、支援を要する児童が取り残されていたり、授
業が成り立たなくなるような状況に陥っていない。 3.1

40 児童が悩み事を聞いてもらったり、クールダウンしたりする場所として保健室が機能している。 3.3

41
スクールカウンセラーに定期的に児童の様子を観察してもらったうえで、児童の成長・発達に必要
な助言等を職員及び保護者が受けている。 3.4

42

「希望」の年間計画に基づき、児童自らが課題を発見し解決に向けて取り組むための目標・内容を
設定し、探究力、社会力、生活力を養う実践をしている。また、行事等の企画・運営・制作等におい
て子どもの自己決定権を大事にするとともに、子どものアイディアを実現するために教職員が適切
な準備やアドバイス、フォローを行っている。 3.5

43
「くらし」の年間計画に基づき、季節や地域文化、自然環境、年中行事等に合わせた目標・内容を
設定し、探究力、社会力、生活力を養う実践をしている。 3.5

44
「プロジェクト」の年間計画に基づき、児童が関心をもったテーマを設定し、自ら学習計画を立てて
探究的な自律的学習を進めるために一人ひとりのニーズに合った指導・支援を行っている。 3.1

45
「特別の教科道徳」においては、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面
的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、
実践意欲と態度を育てるよう実践している。 3.2

46 「クラブ活動」は、児童の興味・関心に応じて適切なクラブ数や人数でその目的を達成している。 3.5

47
「委員会活動」は、児童会運営上の必要に応じて適切な委員会数や人数でその目的を達成してい
る。 3.0

48
児童会活動において、役員の数や人数は適切で、公正・公平な運営のもとに人選が行われ、選ば
れた役員を中心に児童自らが学校をより良くしていこうとする仕組みが整えられている。 3.5

49
学校農園（畑・田）は年間を通して適切に管理され、栽培・収穫等の体験活動を通して児童の学習
に有効に生かされるとともに自然と自分たちの生活の関係について気付かせることができている。

3.4

学校生活アンケートやその後の担任と

児童との面談は児童の頑張りや悩みを

共有できる良い機会となっていると思

われる。

何か問題が起きてからではなく、日常

生活の中での積極的な児童指導がさら

に充実できるとよい。

スクールカウンセラーによる巡回指導

により適切な助言を得ており、指導の

参考にしている。

児童の発想を生かし、児童の自己決定

権を大事にするという点については、

教職員間で共通理解され、大切にされ

ている。

プロジェクトについてはテーマに取り

組む期間も含め、研修を受けて高めて

いきたい。

委員会活動は高学年のみで構成される

ことから、人数的に運営するうえでか

なり厳しい面もある。

修学旅行や遠足は事前の学習や計画も

含め、児童の希望が実現され充実した

ものになっていると思われる。

清掃活動については、清掃用具の使い

方やリーダーを中心とした役割り分担

の仕方などをもう少し指導できるよう

に教職員で研究していきたい。

プログラミング教育については、今年

度は理科の授業で主に取り組んでいた

が、他教科でも担任が指導できるよう

に広めていきたい。
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50
旅行的行事（修学旅行・遠足）は、その目的を児童自身が追求する中で学年（学校）としての行き先
を決め、事前・当日・事後の学習を通して自分の学びたいことを自ら深めようとすることができてい
る。 3.3

51
清掃指導は、縦割りグループの高学年が清掃の仕方や分担、反省などの面でリーダーシップを発
揮できるよう指導し、清掃活動を通して協働して学校に貢献する喜びを感じさせている。 2.6

52
朝の集いの時間は、児童の意欲をかき立てるとともに落ち着いて1校時の授業に取り組めるような
内容や指導法の工夫をしている。 3.0

53
全体ミーティングでは学校生活に関わる諸課題について、児童自らが解決しようと話し合いを進め
るなど自治を意識した活動の場となっている。 3.3

54
十八番朝会では、誰にとっても自分の得意なことや努力していることを発表できる雰囲気があり、
朝会を通して自己肯定感を高めたり、他の児童の良さや努力を認めたりする場となっている。 3.5

55
人権教育では、差別と偏見に気付かせるワークショップ等の他、日常のあらゆる教育活動の中で
人権の視点をもって取り組んでいる。 3.1

56
安全教育では学校安全計画に基づき、日常の予防行動の他、児童自身が危険を予知して回避行
動をとったり、危険に直面したときに最善の対策が取れたりするよう意識と行動力の向上に努めて
いる。 3.5

57

キャリア教育では、児童の立てた目標とその成果に対して適正に評価し、児童が希望に向かって自
らの力で進んでいけるよう常に励まし努力をたたえている。さらに、その経過をポートフォリオ（キャ
リア･パスポート）として保管し、自分で振り返り、自己の生き方を考えることができるようにしてい
る。 3.0

58
図書教育では、児童の興味・関心や学習に応じた図書を随時選書・配架し、学習計画の中に位置
付けて積極的に活用している。 2.8

59

外国語教育（外国語活動・外国語科）では、児童が外国語によるコミュニケーションを通して外国
の言語や文化、考え方等を理解しようとする態度を養うとともに、発達段階に応じて「聞くこと」、
「読むこと」、「話すこと（やり取り）」、「話すこと（発表）」、「書くこと」の５領域の目標を達成してい
る。 3.2

60
情報教育では、コンピューターの基本的な操作の他、情報モラルや情報手段を適切かつ主体的、
積極的に活用できるための学習活動を行えるよう指導している。 2.8

61
ICTを活用した授業を積極的に進めており、児童の柔軟な発想を引き出したり、理解を定着させた
り、発表力を高めたりすることに効果的に結びついている。 2.9

62
プログラミング教育では、論理的思考力や創造性、問題解決力等の育成を目的とし、既存の教科
等の中で、プログラミングの体験を通してプログラミング的思考により課題解決をしようとする授業
を実施している。 2.7

63 学校保健計画に基づいて適切に健康診断や保健指導等が行われている。 3.5

委員会活動は高学年のみで構成される

ことから、人数的に運営するうえでか

なり厳しい面もある。

修学旅行や遠足は事前の学習や計画も

含め、児童の希望が実現され充実した

ものになっていると思われる。

清掃活動については、清掃用具の使い

方やリーダーを中心とした役割り分担

の仕方などをもう少し指導できるよう

に教職員で研究していきたい。

プログラミング教育については、今年

度は理科の授業で主に取り組んでいた

が、他教科でも担任が指導できるよう

に広めていきたい。

健康観察については、アプリ利用の各

家庭から毎日情報を提供してもらえる

ように促していきたい。

歯磨きについては、昼食後にみんなで

取り組んでいこうというような雰囲気

になっていないのが現状で、今後、健

康教育も含めて歯磨きの取組を促して

いきたい。
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64 学校で起きたけが等に対して、適切に対応し、再発防止に努めている。 3.5

65
日常における教室等の環境（換気・温度・照明・騒音）や飲料水等の水質などが定期的に点検さ
れ、適切に保持されている。 3.3

66 家庭での毎日の健康観察が適切に行われ感染症対策として機能している。 2.7

67 学校医との連携を密にし、適時相談して助言を受ける体制が整っている。 3.4

68 給食の運搬、配膳、片付け等に関して適切な衛生管理が行われている。 3.3

69
給食の準備、喫食、片付け、歯磨き等の時間が適切に確保され、児童にとって昼食の時間が楽しい
時間となるよう工夫している。 2.5

70
児童が栽培した農作物を給食に提供する他、大豆の加工・調理などを通して適時食育を促進し、
一方で児童の味覚の幅を広げたり、給食の残食を減らしたりなどの努力をしている。 3.1

71

学校の教育活動を進めていく中で、教職員の服務や現代的課題に対する指導力の向上、これから
の学校教育の在り方等について、内部で外部講師を招いたり、外部に出向いたり、オンラインでの
研修機会があったりと、教職員は積極的に自ら学ぶとともにそれを波及させる研修報告をしてい
る。 3.1

72
校内において、教員がお互いの授業を参観し合い協議することを通して、自らの指導方法改善や
授業力向上に生かすことができている。 2.8

73
学園だより、学校だより、学年だよりの定期的な発行の他、ホームページでの情報発信などにより、
学校の教育活動や児童の様子などが、保護者をはじめ一般の方々にも積極的に理解してもらえる
ように努めている。 3.2

74
緊急に情報発信が必要な場合には、「安心でんしょばと」を活用して、迅速に分かりやすい情報を
発信している。 3.7

75
学校近隣の住民には、学校運営上の様々な面で迷惑がかからないように配慮がなされ、良好な関
係が築かれている。 3.5

76
教育活動を進めていくうえで、地域に貢献したり、地域の方々にも授業を支援していただいたりす
る活動を行っている。 3.4

77
休暇や遅刻・早退など取得しやすい雰囲気の中、職員が互いに助け合う体制がとれており、自分の
ワークライフバランスが保たれている。 3.4

78
任されている業務量は無理がない範囲であり、超過勤務（目安：１か月４５時間）が大幅に増えてし
まうことはない。 2.8

79
学校行事や総合学習の役割分担において、職員間の業務量に大きな差がなく、任された業務に対
して前向きに取り組むことができている。 2.7

80 肥大化している業務の削減や効率化について考え、実行しようと努力している。 2.9

気軽に互いの授業を参観し合ったり、

意見を言い合ったりする雰囲気づくり

がまず大事かと思われる。

保護者アンケートからは、まだ学校の

情報発信については十分とは言えない

という評価なので、HPなどタイムリー

に更新していきたい。

近隣の方から畑や田んぼの作業でお世

話になったり、授業にも講師として

入っていただいたりしている。

行事の精選、授業時数の見直し、業務

の平準化等により、職員が疲弊するこ

となく活力あふれる職場を目指してい

きたい。

健康観察については、アプリ利用の各

家庭から毎日情報を提供してもらえる

ように促していきたい。

歯磨きについては、昼食後にみんなで

取り組んでいこうというような雰囲気

になっていないのが現状で、今後、健

康教育も含めて歯磨きの取組を促して

いきたい。
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